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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリア集約を用いてアップリンク制御情報を送信するための、無線送受信ユニット（
ＷＴＲＵ）において実行される方法であって、前記方法は、
　複数のアップリンクコンポーネントキャリアを識別するステップであって、少なくとも
１つのアップリンクコンポーネントキャリアは、アップリンク送信のために前記ＷＴＲＵ
によって使用される基地局によって構成される、ステップと、
　前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアのうちの第１のアップリンクコンポー
ネントキャリアのための独自のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）送信スケジュールを決
定するステップであって、前記独自のＳＲＳ送信スケジュールは、前記複数のアップリン
クコンポーネントキャリアのうちの他のアップリンクコンポーネントキャリアに関連付け
られたＳＲＳ送信スケジュールから独立に構成される、ステップと、
　前記独自のＳＲＳ送信スケジュールにしたがって、前記複数のアップリンクコンポーネ
ントキャリアの１つに関連付けられたアップリンク制御チャネル上でＳＲＳを送信するス
テップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　レイヤ２またはレイヤ３のシグナリングは、前記複数のアップリンクコンポーネントキ
ャリアに関連付けられた前記ＳＲＳ送信スケジュールの各々に対するＳＲＳ送信のために
使用されるサブフレームを識別するのに使用されることを特徴とする請求項１に記載の方
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法。
【請求項３】
　前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアのうちの複数に対する複数の電力オフ
セットを決定するステップであって、前記複数の電力オフセットの各々は、関連するアッ
プリンクコンポーネントキャリアのためのキャリア固有オフセットパラメータに基づいて
決定される、ステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアの各々のための前記キャリア固有オフ
セットパラメータは、上位レイヤによって構成されることを特徴とする請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するステップであって、前記ＵＣＩの少なくと
も一部は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送信され、前記ＰＵＣＣＨ
は、前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアの単一のアップリンクコンポーネン
トキャリア上で送信される、ステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記ＵＣＩは、前記ＰＵＣＣＨおよび物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上
の１つのサブフレームで同時に送信されることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＵＣＣＨおよび前記ＰＵＳＣＨを介して送信されるＵＣＩは、多数のアップリン
クコンポーネントキャリアを使用して送信されることを特徴とする請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　キャリア集約を用いてアップリンク制御情報を送信するためのワイヤレス送受信ユニッ
ト（ＷＴＲＵ）であって、前記ＷＴＲＵは、
　　前記ＷＴＲＵによって送信されるアップリンク送信のために構成される複数のアップ
リンクコンポーネントキャリアを識別し、
　　前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアのうちの第１のアップリンクコンポ
ーネントキャリアのための独自のサウンディング参照信号（ＳＲＳ）送信スケジュールを
決定し、前記第１のアップリンクコンポーネントキャリアのための前記独自のＳＲＳ送信
スケジュールは、前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアのうちの他のアップリ
ンクコンポーネントキャリアのためのＳＲＳ送信スケジュールから独立している
　ように構成されるプロセッサと、
　前記独自のＳＲＳ送信スケジュールに関連付けられる前記第１のアップリンクコンポー
ネントキャリア上でＳＲＳを送信するように構成される送信機と
　を含むことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記プロセッサはさらに、前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアに関連付け
られた前記ＳＲＳ送信スケジュールの各々に対するＳＲＳ送信のために使用されるサブフ
レームを識別するのに使用されるレイヤ２またはレイヤ３のシグナリングを受信するよう
に構成されることを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記プロセッサはさらに、前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアのうちの複
数のための複数の電力オフセットを決定するように構成され、前記複数の電力オフセット
の各々は、関連するアップリンクコンポーネントキャリアのためのキャリア固有オフセッ
トパラメータに基づいて決定されることを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアの各々のための前記キャリア固有オフ
セットパラメータは、上位レイヤによって構成されることを特徴とする請求項１０に記載
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のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記プロセッサはさらに、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信するように構成され
、前記ＵＣＩの少なくとも一部は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送
信され、前記ＰＵＣＣＨは、前記複数のアップリンクコンポーネントキャリアの単一のア
ップリンクコンポーネントキャリア上の送信のために構成されることを特徴とする請求項
８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記送信機は、サブフレームの間に前記ＰＵＣＣＨおよび物理アップリンク共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ）上で前記ＵＣＩを同時に送信するように構成されることを特徴とする請
求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記送信機は、多数のアップリンクコンポーネントキャリアを使用して、前記ＰＵＣＣ
Ｈおよび前記ＰＵＳＣＨを介してＵＣＩを送信するように構成されることを特徴とする請
求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記プロセッサはさらに、循環シフトを前記ＳＲＳに適用するように構成されることを
特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ワイヤレス通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ(Long Term Evolution)は、ダウンリンクでは最大１００Ｍｂｐｓ、およびアッ
プリンクでは５０Ｍｂｐｓのデータレートをサポートする。ＬＴＥ－Ａ(LTE-Advance)は
、他の技法の中でも、キャリア集約を用いて、ＬＴＥと比較するとダウンリンクデータレ
ートを５倍向上させる。キャリア集約は、たとえば、最大１００ＭＨｚの柔軟な帯域幅割
り当てをサポートすることができる。キャリアは、ＬＴＥ－Ａではコンポーネントキャリ
アとして知られている。
【０００３】
　ＬＴＥ－Ａは、コンポーネントキャリアサイズおよびコンポーネントキャリアの数に関
して、対称構成および非対称構成において動作し得る。これは、最大で５つの２０ＭＨｚ
コンポーネントキャリアの使用または集約を通してサポートされる。たとえば、複数のコ
ンポーネントキャリアからなる単一の隣接ダウンリンク（ＤＬ）４０ＭＨｚ　ＬＴＥ－Ａ
集約は、単一の１５ＭＨｚアップリンク（ＵＬ）キャリアとペアにされ得る。非隣接ＬＴ
Ｅ－Ａ　ＤＬ集約キャリア割り当てはしたがって、ＵＬ集約キャリア割り当てとは対応し
得ない。
【０００４】
　複数の近隣コンポーネントキャリアが、連続する１０、４０または６０ＭＨｚを占め得
る場合、集約キャリア帯域幅は隣接でよい。１つの集約キャリアが、複数ではあるが必ず
しも近隣ではないコンポーネントキャリアから構築され得る場合、集約キャリア帯域幅は
非隣接でもよい。たとえば、１５ＭＨｚの第１のＤＬコンポーネントキャリアは、１０Ｍ
Ｈｚの第２の非近隣ＤＬコンポーネントキャリアと集約することができ、全体としてＬＴ
Ｅ－Ａのための２５ＭＨｚの集約帯域幅を生じる。さらに、コンポーネントキャリアは、
可変のペアリング距離に位置し得る。たとえば、１５および１０ＭＨｚのコンポーネント
キャリアは、３０ＭＨｚ、または別の設定では、わずか２０ＭＨｚだけ離され得る。した
がって、コンポーネントキャリアの数、サイズおよび連続性は、ＵＬおよびＤＬにおいて
異なり得る。
【０００５】
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　ＬＴＥ－Ａにおいて比較的大きい送信帯域幅をサポートするのに複数のコンポーネント
キャリアが使われ得るので、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、たとえば、いく
つかのコンポーネントキャリア用のダウンリンク送信に関連づけられた、チャネル品質イ
ンジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランクインジケ
ータ（ＲＩ）、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ）、チャネル状況報告（ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ）、およびソースルーティング（
ＳＲ）などのアップリンク制御情報（ＵＣＩ）をフィードバックするよう求められ得る。
このことは、ＵＣＩ用のビット数が、ＬＴＥと比較して増加することを意味する。さらに
、アップリンク送信のために、ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）、または、キュービック
メトリック（ＣＭ）プロパティが考慮される必要がある。大きいＰＡＰＲにより、ＷＴＲ
Ｕは、電力をバックオフすることになり、その結果、性能が低下する。したがって、物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）送信は、低いＰＡＰＲまたはＣＭをもつ必要が
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＬＴＥ－Ａでは、協調多地点伝送（ＣｏＭＰ）、高次ＤＬ多重入出力（ＭＩＭＯ）、帯
域幅拡張、および中継を含む新規の特徴を考慮に入れると、ＬＴＥと比較してＵＣＩオー
バーヘッドが増大し得ることが予想される。たとえば、高次ＭＩＭＯ（８×８ＭＩＭＯ）
および／またはＣｏＭＰをサポートするために、大量のチャネル状況報告（ＣＱＩ／ＰＭ
Ｉ／ＲＩ）が、サービング基地局および可能性としてはＣｏＭＰにおける隣り合う基地局
にもフィードバックされる。ＵＣＩオーバーヘッドは、非対称帯域幅拡張においてさらに
増大することになる。したがって、リリース８ＬＴＥ　ＰＵＣＣＨのペイロードサイズは
、ＬＴＥ－Ａにおける単一ＤＬコンポーネントキャリア用でさえも、増大したＵＣＩオー
バーヘッドを搬送するのに十分ではない可能性がある。したがって、ＬＴＥ－Ａキャリア
集約システムにおいてＵＣＩを搬送するために、新しい方法が必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　キャリア集約を用いて、ＬＴＥ－Ａ(Long Term Evolution-Advanced)のためのアップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）を送信する方法および装置が開示される。アップリンク制御チャ
ネル、アップリンク共有チャネル、またはアップリンクデータチャネルにおけるＵＣＩ送
信のための方法が開示される。こうした方法は、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、
プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ）、ハイブリ
ッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）、チャネル状況
報告（ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ）、ソースルーティング（ＳＲ）、およびサウンディング参
照信号（ＳＲＳ）の送信を含む。さらに、ＬＴＥ－Ａにおける、シグナリングＵＣＩの柔
軟な構成、効率的な資源使用、および高容量ＵＣＩオーバーヘッドに対するサポートを提
供する方法が開示される。
【０００８】
　方法はまた、多重キャリア、高次多重入出力（ＭＩＭＯ）、多地点協調送受信（ＣｏＭ
Ｐ）、周波数選択性、および、ＷＴＲＵのフィードバック情報が多く、かつ従来の周期的
アップリンク制御チャネルを使用し得ない他のシナリオの場合に、帯域幅拡張のため、高
容量可変サイズワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）フィードバックを扱う周期的アッ
プリンクデータチャネルを使用し、構成し、多重化することも開示する。周期的アップリ
ンクデータチャネルは、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランク指示（Ｒ
Ｉ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）
、チャネル状態情報（ＣＳＩ）などの高容量可変サイズＷＴＲＵフィードバック情報を搬
送する。周期的アップリンクデータチャネル、報告モード、報告形式の構成も提供される
。同じサブフレーム中の多重化周期的アップリンクデータチャネル（制御）および他のア
ップリンクデータチャネル（データ）を有する、ＨＡＲＱ（ハイブリッド自動再送要求）
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－ＡＣＫとＳＲとの間の衝突を扱うための手順を開示する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　添付の図面とともに例として挙げられる以下の説明により、より詳細に理解することが
できる。
【００１０】
【図１】ＬＴＥ(long term evolution)のワイヤレス通信システム／アクセスネットワー
クの実施形態を示す図である。
【図２】ＬＴＥワイヤレス通信システムのワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）および
基地局を示すブロック図例である。
【図３】資源ブロック割振り例を示す図である。
【図４】制御データの周波数多重化の例を示す図である。
【図５】非対称キャリア集約における符号分割多重化ベースの肯定応答／否定応答送信の
例を示す図である。
【図６】複数の物理アップリンクチャネル（ＰＵＣＣＨ）資源ブロックを使用するアップ
リンク制御情報（ＵＣＩ）送信に基づく周波数分割多重化の例を示す図である。
【図７】ダウンリンク多地点協調の送受信において、ＷＴＲＵからの、ＰＵＣＣＨと物理
アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の両方で高容量ＵＣＩを送信する例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以降において言及する場合、「ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語は
、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定もしくは携帯電話加入者ユニット、ページャ、セル
ラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、または、ワイヤレス環境において動
作可能な任意の他のタイプのユーザ装置を含むが、それに限定されない。以降において言
及する場合、「基地局」という用語は、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイン
ト（ＡＰ）、または、ワイヤレス環境において動作可能な任意の他のタイプのインタフェ
ース装置を含むが、それに限定されない。
【００１２】
　図１は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ(Evolved-Universal Terrestrial Radio Access Network)１０
５を含むＬＴＥ(Long Term Evolution)ワイヤレス通信システム／アクセスネットワーク
１００を示している。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０５は、ＷＴＲＵ１１０、および、ｅＮＢ(evolv
ed Node-B）１２０などのいくつかの基地局を含む。ＷＴＲＵ１１０は、ｅＮＢ１２０と
通信する。ｅＮＢ１２０は、Ｘ２インタフェースを使って互いとインタフェースをとる。
ｅＮＢ１２０はそれぞれ、Ｓ１インタフェースを介して、移動管理エンティティ（ＭＭＥ
）／サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）１３０とインタフェースをとる。単一のＷＴＲ
Ｕ１１０および３つのｅＮＢ１２０は図１に示してあるが、ワイヤレスおよびワイヤード
装置の任意の組み合わせが、ワイヤレス通信システムアクセスネットワーク１００に含ま
れ得ることが明らかであろう。
【００１３】
　図２は、ＷＴＲＵ１１０、ｅＮＢ１２０、およびＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１３０を含むＬＴＥ
ワイヤレス通信システム２００の例示的ブロック図である。図２に示すように、ＷＴＲＵ
１１０、ｅＮＢ１２０およびＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ１３０は、キャリア集約のためのアップリ
ンク制御情報送信方法を実施するように構成される。
【００１４】
　典型的なＷＴＲＵにおいて見られ得る構成要素に加え、ＷＴＲＵ１１０は、任意選択の
リンクされたメモリ２２２を有するプロセッサ２１６、少なくとも１つのトランシーバ２
１４、任意選択のバッテリ２２０、およびアンテナ２１８を含む。プロセッサ２１６は、
キャリア集約のためのアップリンク制御情報送信方法を実施するように構成される。トラ
ンシーバ２１４は、プロセッサ２１６およびアンテナ２１８と通信して、ワイヤレス通信
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の送受信を容易にする。ＷＴＲＵ１１０内で任意選択のバッテリ２２０が使われるケース
では、バッテリ２２０は、トランシーバ２１４およびプロセッサ２１６に電力を供給する
。
【００１５】
　典型的なｅＮＢにおいて見られ得る構成要素に加え、ｅＮＢ１２０は、任意選択のリン
クされたメモリ２１５を有するプロセッサ２１７、トランシーバ２１９、およびアンテナ
２２１を含む。プロセッサ２１７は、キャリア集約のためのアップリンク制御情報送信方
法を実施するように構成される。トランシーバ２１９は、プロセッサ２１７およびアンテ
ナ２２１と通信して、ワイヤレス通信の送受信を容易にする。ｅＮＢ１２０は、任意選択
のリンクされたメモリ２３４を有するプロセッサ２３３を含む移動管理エンティティ／サ
ービングゲートウェイ（ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ）１３０に接続される。
【００１６】
　キャリア集約を用いてＬＴＥ－Ａ(Long Term Evolution-Advanced)用のアップリンク制
御情報（ＵＣＩ）を送信する方法について開示する。物理アップリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ）などのアップリンク制御チャネルを使う方法例を開示する。ＵＣＩは、チャネ
ル品質インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランク
インジケータ（ＲＩ）、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）、受信通知（ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ）、チャネル状況報告（ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ）、ソースルーティング（ＳＲ）お
よびサウンディング参照信号（ＳＲＳ）を含み得る。
【００１７】
　ＰＵＣＣＨに関して、ＬＴＥ－ＡにおけるシグナリングＵＣＩの柔軟な構成、効率的資
源使用、および高容量ＵＣＩオーバーヘッドのサポートを提供する方法も開示する。
【００１８】
　キャリア集約においてＣＱＩ、ＰＭＩおよびＲＩを物理資源要素にマッピングする実施
形態において、ＣＱＩ（および、たとえばスケジューリング要求、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなど
、他の任意の可能な制御情報）を搬送するＰＵＣＣＨは、１つのアップリンクコンポーネ
ントキャリア上で送信される。ＰＵＣＣＨを搬送する、このＷＴＲＵ固有アップリンクコ
ンポーネントキャリアは、ｅＮｏｄｅＢによって構成され、上位層シグナリング、たとえ
ばＲＲＣシグナリングでＷＴＲＵにシグナリングされ得る。あるいは、このアップリンク
コンポーネントキャリアは、ｅＮｏｄｅＢによってＬ１シグナリングでシグナリングされ
得る。あるいは、このアップリンクコンポーネントキャリアは、暗黙的マッピング規則に
よって予め定められ得る。あるいは、このアップリンクコンポーネントキャリアは、ＷＴ
ＲＵによって選択され得る。
【００１９】
　１つのアップリンクコンポーネントキャリアを介した送信のためのある方法例では、キ
ャリア集約における物理資源要素への制御データまたは制御情報のマッピングは、ダウン
リンク（ＤＬ）コンポーネントキャリア向けの制御データの統合符号化を含み得る。たと
えば、いくつかのダウンリンクコンポーネントキャリアに対応するＣＱＩは、統合的に符
号化することができる。制御データおよび制御情報という用語は、全体を通して互換的に
使われる。
【００２０】
　制御データビットは、変調することができ、次いで、各変調記号は、系列、たとえばＺ
ａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列のような定振幅ゼロ自己相関（ＣＡＺＡＣ）系列で拡散すること
ができる。Ｎで示される、拡散系列の長さは、ＰＵＣＣＨ送信用に割り振られるサブキャ
リアの長さに等しくてよい。ＬＴＥにおいて、Ｎ＝１２は、１つの資源ブロック中のサブ
キャリアの数に対応する。異なるＷＴＲＵのＰＵＣＣＨは、異なる循環シフトをもつ拡散
系列を使って、その間の直交性を維持することができる。拡散記号は、逆高速フーリエ変
換（ＩＦＦＴ）ブロック中の割り振られたサブキャリアにマッピングされ、ＩＦＦＴが実
施された後で送信され得る。ＬＴＥ－Ａの場合、Ｎは、１２より大きくてよい。より大き
いＮ（すなわち、より長さのある拡散系列）で、ＷＴＲＵは、拡散系列のいくつかの異な
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る循環シフトを用いて、ＳＣ－ＦＤＭＡ（単一キャリア周波数分割多元接続）またはＯＦ
ＤＭ（直交周波数分割多重化）記号ごとに、変調された複数のデータ記号を送信すること
ができる。
【００２１】
　各ＷＴＲＵ向けのダウンリンクキャリアの数は異なってよく、その結果、Ｎが異なる。
異なるＮをそれぞれがもつすべてのＷＴＲＵに対して同じ資源ブロック（ＲＢ）セットが
使われる場合、符号直交性は維持されなくてよい。この場合、異なるＲＢセットが、異な
る系列長に対して割り振られてよい。一例として、ｋ＝１、２、．．５である１２ｋの系
列長がある場合、５つのＲＢセットが必要とされ得る。この場合、ピーク対平均電力比（
ＰＡＰＲ）も増大しない。ＷＴＲＵが、同じＲＢに対して複数の直交系列を使って、異な
る変調記号を送信する場合、ＰＡＰＲは、ＩＦＦＴの後で増大し得る。
【００２２】
　別の方法では、拡散系列の長さは、すべてのＷＴＲＵに対して同じでよく、たとえば、
ＬＴＥリリース８でのようにＮ＝１２である。したがって、ＷＴＲＵは、より多くの変調
記号を送信するのに、より多くのＲＢを使うように構成され得る。たとえば、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡまたはＯＦＤＭ記号ごとに、５つのＲＢが、５つの変調記号を送信するのに使われ得
る。こうしたＲＢにおいて、同じまたは異なる拡散系列を使うことができる。
【００２３】
　たとえば、図３において、各ＲＢは、１２の拡散系列で１つの変調記号を搬送し得る。
最大３つのＲＢが、３つの変調記号を送信するのに、ＳＣ－ＯＦＤＭ記号中で使われ得る
。この場合、複数の系列が使われるので、ＩＦＦＴの後のＰＡＰＲが増大し得る。図３に
おいて、ＬＴＥリリース８における各ＷＴＲＵは、ｍで索引づけられた１つのＲＢを使う
。たとえば、ｍ＝１である。Ｎは、ＳＣ－ＦＤＭＡ記号中のＲＢの総数である。ＬＴＥ－
Ａでは、ＷＴＲＵは、複数のＲＢを使うことができる。たとえば、ｍ＝０、１、２で索引
づけられたＲＢである。この場合、ＷＴＲＵは、３つのＲＢを使う。ＬＴＥリリース８に
おいて、ＷＴＲＵは、単一のＲＢのみを使うことができる。
【００２４】
　ＬＴＥリリース８と比較して、ＰＵＣＣＨ中でより多くの情報を送るために、ＷＴＲＵ
に、同じ拡散系列および循環シフトを用いてより多くのＲＢを割り当てることができる。
この場合、ＷＴＲＵは、ルート系列の同じ循環シフトを用いて異なるデータ記号を拡散さ
せ、異なるＲＢセットにおいて拡散記号をマッピングすることができる。あるいは、ＷＴ
ＲＵには、同じルート系列のより多くの循環シフトを用いて同じＲＢセットを割り当てる
ことができる。この場合、ＷＴＲＵは、同じルート系列の異なる循環シフトを用いて異な
るデータ記号を拡散させ、同じＲＢセットにおいて拡散記号をマッピングすることができ
る。別の代替法では、ＷＴＲＵには、異なり得る拡散系列および循環シフトを用いてより
多くのＲＢを割り当てることができる。この場合、ＷＴＲＵは、異なるルート系列の、異
なり得る循環シフトを用いて異なるデータ記号を拡散させ、異なるＲＢセット上で拡散記
号をマッピングすることができる。さらに別の代替法では、ＷＴＲＵには、上記の組み合
わせを割り当てることができる。割り当ては、Ｌ１またはＬ２／Ｌ３シグナリングで実施
してもよく、暗黙的マッピング規則によって予め定められてもよい。
【００２５】
　ＰＡＰＲの増大を抑制するためには、適応型ＰＵＣＣＨ送信方法を用いればよく、電力
制限されたＷＴＲＵは、比較的少ない変調制御データ記号をＳＣ－ＯＦＤＭ記号に入れて
送信するよう求められ得る。こうしたＷＴＲＵにはたとえば、単一ダウンリンクキャリア
のみを割り当てればよい。あるいは、こうしたＷＴＲＵは、比較的小さいビット数を必要
とする広帯域ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを報告することが求められる場合があり、こうしたＷ
ＴＲＵは、全部の制御情報を送信するのに、より多くのサブフレームを使うように構成し
てもよい。たとえば、１つのサブフレーム中で、ＷＴＲＵは、ただ１つのダウンリンクコ
ンポーネントキャリアに対応する制御情報を送信し、いくつかのサブフレーム中ですべて
のコンポーネントキャリアに対応する制御情報の送信を完了することができる。たとえば
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、サブフレーム１において、ＷＴＲＵは、ダウンリンクコンポーネントキャリア＃１に関
する制御情報を送信することができ、次いで、サブフレーム２において、ＷＴＲＵは、ダ
ウンリンクコンポーネントキャリア＃２に関する制御情報を送信するなどのことができる
。ＷＴＲＵ構成は、Ｌ１またはＬ２／Ｌ３シグナリングで実施することができる。
【００２６】
　キャリア（またはスペクトル）エッジの資源ブロック（ＲＢ）は、図３に示すように、
ＬＴＥ－ＡネットワークがＬＴＥアップリンク制御チャネル構造を用いるように構成され
ているとき、制御データ送信のために使うことができる。ＬＴＥリリース８に関する図３
に示すように、ＷＴＲＵは、２つのタイムスロット中で異なる２つのＲＢを使う。たとえ
ば、ｍ＝１で索引づけられたＲＢは、１つのＷＴＲＵによって使われ、ｍ＝１は、２つの
タイムスロット中の周波数の両側エッジにある。スペクトルの両側エッジにあるＲＢは、
最大周波数ダイバーシティ用の２つのタイムスロット中で使うことができる。この場合、
ＬＴＥ－ＡおよびＬＴＥリリース８ＷＴＲＵは、アップリンク（ＵＬ）キャリア内で同じ
ＰＵＣＣＨ資源を共有するように構成され得る。
【００２７】
　あるいは、資源の所定の部分は、ＬＴＥ－Ａ　ＰＵＣＣＨ用にのみ予約し、割り振るこ
とができる。この場合、ＬＴＥ　ＷＴＲＵおよびＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵのＰＵＣＣＨは、
異なるＲＢを使うことができる。
【００２８】
　ＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵ用に利用可能な複数のＵＬキャリア（１つのＬＴＥキャリアを含
む）がある場合、制御データがＬＴＥとＲＥマッピング衝突するのを回避するために、Ｐ
ＵＣＣＨ送信は、ＬＴＥ－Ａキャリア（ＬＴＥキャリアを除く）の１つにおいて実施する
ことができ、ここでＲＥは、資源要素である。この場合、ＬＴＥ－Ａキャリアの割り当て
は、チャネル条件に応じて、たとえばキャリアすべてにおける最良コンポーネントキャリ
アを使って実施することができる。
【００２９】
　１つのアップリンクコンポーネントキャリアを介した送信のための別の方法例では、Ｗ
ＴＲＵおよび基地局は、ダウンリンク（ＤＬ）キャリアに対する制御の個別符号化用に構
成することができる。この例では、異なるダウンリンクキャリアに対する制御データビッ
トは、個別符号化され、次いで、変調され得る。本明細書において上で開示した方法は、
物理資源要素へのマッピング用に使うことができる。
【００３０】
　各ダウンリンクキャリアに対する制御情報は、異なるＲＢ、異なる拡散系列／循環シフ
トまたはこれらの組み合わせを使うことによって送信することができる。一例として、ｍ
＝１およびｍ＝３のＲＢが、異なる２つのダウンリンクキャリアに対応する制御データ送
信用に使われ得る。この場合、制御データ資源（周波数、系列、循環シフト）の、ダウン
リンクキャリアへのマッピングは、Ｌ１および／またはＬ２／Ｌ３シグナリングで実施す
ることができる。このマッピングは、マッピング規則を使って暗黙的に実施することもで
きる。たとえば、第２のダウンリンクキャリア用ＣＱＩは、第１のダウンリンクキャリア
用と同じ拡散系列／循環シフトのペアを用いて、ただし次の利用可能ＲＢで送信され得る
。
【００３１】
　キャリア集約における、ＣＱＩ、ＰＭＩおよびＲＩの、物理資源要素へのマッピングの
ための別の実施形態では、ＣＱＩ（および、たとえばスケジューリング要求、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫなど、他の可能な任意の制御情報）を搬送するＰＵＣＣＨは、複数のアップリンク
コンポーネントキャリア上で送信される。複数のアップリンクキャリア上での送信のため
のある方法例では、１つのＤＬコンポーネントキャリアに対応する制御情報を搬送するＵ
Ｌコンポーネントキャリアごとに１つのＰＵＣＣＨがある。ＬＴＥの場合と同じＰＵＣＣ
Ｈ構造が、各アップリンクキャリア内で用いられ得る。アップリンクキャリアおよびダウ
ンリンクキャリアは、互いとリンクされ得る。あるいは、コンポーネントキャリアがＬＴ
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Ｅ　ＷＴＲＵにも使われる場合、ＬＴＥ－Ａ　ＰＵＣＣＨとＬＴＥ　ＰＵＣＣＨとの間の
資源衝突を回避するために、ＬＴＥ－Ａ　ＰＵＣＣＨに対する資源割振りは行われない。
あるいは、資源のある特定の部分が、ＬＴＥ－Ａ　ＰＵＣＣＨに対してのみ予約され割り
振られ得る。この場合、ＬＴＥ　ＷＴＲＵおよびＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵのＰＵＣＣＨは、
異なるＲＢを使うことになる。こうすることにより、ネットワークは、ＬＴＥとの後方互
換性を維持することが可能になり得る。
【００３２】
　複数のアップリンクキャリア上での送信のための別の方法例では、ＵＬコンポーネント
キャリアごとの１つのＰＵＣＣＨが、いくつかのＤＬコンポーネントキャリアに対応する
制御データを搬送し得る。この例では、本明細書において上記開示した方法の組み合わせ
が実行され得る。アップリンクキャリアおよび対応するダウンリンクキャリアは、互いと
リンクされ得る。制御データ情報を送信するいくつかの方法が利用可能である。ある例で
は、各アップリンクキャリア（１つまたはいくつかのＤＬコンポーネントキャリアに対応
する）上で送信される制御情報は、個別符号化され得る。別の例では、異なるダウンリン
クキャリアに対応する各アップリンクキャリア上で送信される制御情報は、個別符号化さ
れ得る。さらに別の例では、すべてのアップリンクキャリアを介して送信される制御情報
は、統合符号化され得る。
【００３３】
　キャリア集約における、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫの、物理資源要
素へのマッピングのための別の実施形態では、異なるアップリンクキャリアを介した周波
数ダイバーシティ／ホッピングが実装され得る。ＰＵＣＣＨデータは、異なる時間インス
タンスで異なるアップリンクキャリア上で送信され得る。たとえば、ＰＵＣＣＨが、低い
ＰＡＰＲを維持するために任意のときに１つのアップリンクキャリア上でのみ送信され得
るとき、ＰＵＣＣＨは、サブフレーム内またはサブフレーム間ホッピングを使って異なる
ＵＬコンポーネントキャリア上で送信され得る。同じＰＵＣＣＨが、異なるアップリンク
キャリア上で繰り返される。
【００３４】
　以下、ＣＱＩ情報用の様々な報告モードについて開示する。ＬＴＥでは、３つの主なＣ
ＱＩ報告モード、すなわちＷＴＲＵ選択、基地局構成サブバンド報告および広帯域報告が
ある。ＷＴＲＵ選択モードでは、ＷＴＲＵは、最良のＭ個のサブバンドを選択し、基地局
にＣＱＩおよびＰＭＩを報告する。基地局構成モードでは、基地局は、サブバンドセット
を構成し、ＷＴＲＵは、セット全体またはセットのサブセットのＣＱＩ／ＰＭＩを報告す
る。
【００３５】
　複数のダウンリンクキャリアとともに使用するためのある方法例では、各ダウンリンク
キャリアに対するＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩは、独自に選択され得る。複数のダウンリンクキ
ャリアとともに使用するための別の方法例では、ダウンリンクキャリアのすべてまたはい
くつかが、集約された帯域幅を形成することができ、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩは、この帯域
幅を使って報告することができる。選択されるサブバンドは、各キャリアにおいて異なっ
てもよく、複数のキャリアに渡ってもよい。たとえば、それぞれがｋ個のＲＢをもつＮ個
のキャリアがある場合、Ｎｋ個のＲＢからなる単一キャリアを仮定することができ、した
がって、Ｎｋ個のＲＢを介した広帯域ＣＱＩ／ＰＭＩおよび単一ＲＩが報告され得る。こ
の手法は、複数のキャリアが隣接するときはより有用であり得る。後者の方法例は、集約
された複数のキャリアが隣接するときに用いることができ、前者の方法例は、非隣接キャ
リアのセットに対して用いることができる。
【００３６】
　考察の目的で、ＷＴＲＵは、「割り当てられた」キャリアおよび可能性としては他の「
関連づけられた」キャリアをもつ。これは、「アンカ」および「非アンカ」コンポーネン
トキャリアとも呼ばれる。割り当てられたキャリアは、たとえば、ＷＴＲＵがＰＤＣＣＨ
情報を求めて監視し得るキャリアに対応し得る一次キャリアである。ＷＴＲＵは、たとえ
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ば、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）ＲＢを付与した可能性があるとＷＴＲ
Ｕが知らされ、したがってＣＱＩ報告が求められ得るキャリアである、関連づけられたキ
ャリア（二次）ももつ。関連づけられたキャリアおよび割り当てられたキャリアは、半静
的に構成することができるが、不連続受信（ＤＲＸ）期間によって修正することもでき、
たとえば、キャリアの１つまたは複数がＷＴＲＵ向けのＤＲＸである場合、ＤＲＸ時間周
波数に対応するはずのＣＱＩ情報を送るよう求められなくてよい。
【００３７】
　ある報告例では、ＷＴＲＵは、Ｌ１、Ｌ２／３、またはブロードキャストシグナリング
により、ＬＴＥ－Ａ集約におけるどのキャリアを報告するべきかについてと、最良のＭ個
のサブバンドおよびＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ情報について知らせを受ける。最良のＭ個のサ
ブバンドは、優先的には、特定のどのコンポーネントキャリアからのものでもない。
【００３８】
　別の報告例では、Ｌ１、Ｌ２／３、またはブロードキャストシグナリングは、ＬＴＥ－
Ａ集約においてキャリアを選択するＷＴＲＵに送信することができ、こうしたキャリアに
関して、ＷＴＲＵは最良のＭ１個のサブバンドおよびＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ情報を報告す
るべきであり、ここでＭ１は、割り当てられたキャリア中のサブキャリアに関連づけられ
る。さらに信号は、ＷＴＲＵが最良のＭ２個のサブバンドおよびＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ情
報を、ＬＴＥ－Ａ集約におけるどのコンポーネントキャリアに報告し得るかを選択するこ
とができ、ここでＭ２は、関連づけられたキャリア中のサブキャリアに関連づけられる。
たとえば、ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨをリッスンするために割り当てられるキャリアのうち
、最良のＭ１個のサブバンドを報告するように構成することができ、Ｋ個の他の特定のキ
ャリアのうち、最良のＭ２個のサブバンドを報告する。
【００３９】
　別の報告例では、Ｌ１、Ｌ２／３、またはブロードキャストシグナリングは、関連づけ
られた各ＤＬキャリアに対する最良のＭ個のサブバンドおよびＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ情報
をＷＴＲＵが報告するべきキャリアをＬＴＥ－Ａ集約において識別し、または選択するＷ
ＴＲＵに送信することができ、たとえば、各キャリア内の最良のＭ個のサブバンドに対す
るＣＱＩが報告される。
【００４０】
　別の報告例では、Ｌ１、Ｌ２／３、またはブロードキャストシグナリングは、ＷＴＲＵ
が広帯域ＣＱＩを報告するべきキャリアをＬＴＥ－Ａ集約において識別し、または選択す
るＷＴＲＵに送信することができ、たとえば、ここで、広帯域ＣＱＩ報告は、ＰＤＣＣＨ
をリッスンするようにＷＴＲＵが割り当てられたキャリア、すなわち、広帯域割り当てキ
ャリアＣＱＩ報告に対応する。
【００４１】
　別の報告例では、Ｌ１、Ｌ２／３、またはブロードキャストシグナリングは、どのキャ
リアが、キャリア全体のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを報告するべき、ＬＴＥ－Ａ集約における
関連づけられたキャリアであるかを指示するＷＴＲＵに送信することができる。ＷＴＲＵ
は、広帯域ＣＱＩ報告のネットワーク定義によるセットを送信するように構成され得る。
キャリア全体というのは、「関連づけられたキャリア」が複数のキャリアを意味し得るこ
とをカバーすることを意図しており、我々は、すべてに関して報告することを望んでいる
。さらに、こうしたコンポーネントキャリアそれぞれに関する個別の報告を送ることがで
きる。
【００４２】
　別の報告例では、Ｌ１、Ｌ２／３、またはブロードキャストシグナリングは、どのキャ
リアが、最良のＭ個のキャリア全体のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ情報をＷＴＲＵが報告するべ
き、ＬＴＥ－Ａ集約における関連づけられたキャリアであるかを指示するＷＴＲＵに送信
することができる。
【００４３】
　別の報告例では、Ｌ１、Ｌ２／３、またはブロードキャストシグナリングは、集約ＣＱ
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Ｉ／ＰＭＩ／ＲＩ情報、すなわち集約帯域幅広帯域ＣＱＩをＷＴＲＵが報告するべき、Ｌ
ＴＥ－Ａ集約におけるキャリアを選択するＷＴＲＵに送信することができる。
【００４４】
　別の報告例では、ＷＴＲＵは、集約帯域内のどのキャリアに対して、最良のＭ個のキャ
リア全体のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ情報および広帯域ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ情報を報告する
べきかを知らされ得る。たとえば、ＷＴＲＵは、一次キャリアに対しては最良Ｍ　ＣＱＩ
、ただし二次キャリアに対しては広帯域ＣＱＩを報告すればよい。
【００４５】
　報告例それぞれにおいて、ＷＴＲＵは、どのキャリアに対して、報告が送信されるべき
かを知らされることもでき、ＷＴＲＵは、必要に応じて最良のＭを選択することもできる
。
【００４６】
　周波数選択的ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ報告のためのサブバンドサイズは、報告が与えられ
る、対応するキャリア内のＲＢの数に基づき得る。あるいは、サブバンドサイズは、シス
テムの完全構成帯域幅に基づき得る。あるいは、サブバンドサイズは、割り当てられたキ
ャリアおよび関連づけられたキャリアの合計帯域幅に基づき得る。あるいは、サブバンド
サイズは、上位層によってシグナリングされ、またはブロードキャストされ得る。
【００４７】
　以降では、基地局にサウンディング参照信号（ＳＲＳ）を送信する方法を開示する。Ｌ
ＴＥでは、ＳＲＳが送信されて、基地局がアップリンクチャネルを推定することを可能に
し得る。複数のアップリンクキャリアがあるときにＳＲＳを送信する方法例を開示する。
【００４８】
　ある方法例では、ＳＲＳは、アップリンクキャリアの全部または一部において送信する
ことができる。ＳＲＳが必要とされるキャリアは、Ｌ２／３シグナリングによってスケジ
ュールすることができ、サウンディングは、すべてのキャリアにおいて同時に起こり得る
。たとえば、キャリア１は、サブフレームｋでサウンディングすることができ、キャリア
２は、サブフレームｋ＋ｎでサウンディングすることができる、などのようになる。これ
は、時間および周波数多重化である。異なるキャリアにおけるＳＲＳの間の時間差は固定
することも、Ｌ２／３によってシグナリングし、またはブロードキャストすることもでき
る。異なるキャリアにおけるＳＲＳの電力オフセットは、キャリア固有オフセットパラメ
ータによって制御し、上位層によって提供することができる。
【００４９】
　別の方法例では、ＳＲＳは、アップリンクキャリアの全部または一部において送信する
ことができ、各キャリアは、独自の関連づけられたＳＲＳスケジュールをもち得る。異な
るキャリアにおけるＳＲＳの電力オフセットは、キャリア固有オフセットパラメータによ
って制御し、上位層によって提供することができる。
【００５０】
　別の方法例では、ＳＲＳは、ただ１つのアップリンクキャリアにおいて送信され得る。
このキャリアは、基地局によって構成され得る。
【００５１】
　別の方法例では、ＳＲＳ送信がＰＵＣＣＨと衝突するとき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの間
引きなど、ＬＴＥにおける衝突を処理する方法を用いてもよく、ＳＲＳが現在のキャリア
において送信される間に別のアップリンクキャリアにおいてＰＵＣＣＨを送信してもよい
。
【００５２】
　別の方法例では、アップリンクキャリアの非重複周波数帯がサウンディングされ得る。
たとえば、２０ＭＨｚの２つのキャリアがアップリンク用に使われるとき、第１のキャリ
アの０～１０ＭＨｚおよび第２のキャリアの１０～２０ＭＨｚがサウンディングされ得る
。
【００５３】
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　別の方法例では、隣接キャリアが集約されているとき、単一ＳＲＳが、全体送信帯域幅
をサウンディングするのに使われ得る。
【００５４】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドリングおよび多重化のための方法例を、本明細書で開示する。
複数のダウンリンクキャリアがあるとき、各ダウンリンクキャリアごとに１つまたは複数
の多重符号語が存在し得る。アップリンクでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの送信が、ダウ
ンリンクにおいて送信される各符号語ごとに必要とされる場合がある。
【００５５】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを送信するための信号オーバーヘッドを削減するための方法は
、複数の符号語に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが「ＡＮＤをとられ」、単一ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫビットがアップリンクにおいて送信され得るバンドリングを用いることができる。
ＰＵＣＣＨが１つのアップリンクコンポーネントキャリアにマッピングされると、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫビットは、このアップリンクコンポーネントキャリア上で送信される。
【００５６】
　各ダウンリンクキャリアが複数の符号語（たとえば２つの符号語）を送信するのに使わ
れるとき、たとえばＭＩＭＯが使われるとき、方法例は、結合されたキャリアを介して送
信される第１および第２の符号語に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫをもち得る。最後の２ビッ
ト、すなわち１つが第１の符号語の集約ＡＣＫ／ＮＡＣＫを表し、２つ目が第２の符号語
のＡＣＫ／ＮＡＣＫを表すビットは、四位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調による単
一ＡＣＫ／ＮＡＣＫ記号として送信され得る。
【００５７】
　２つ以上の符号語を送信するのにダウンリンクコンポーネントキャリアが使われるとき
、信号オーバーヘッドを削減するための方法例では、１つのダウンリンクコンポーネント
キャリアに対して単一ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット／記号が作られ得るように、バンドリング
を起こさせ得る。
【００５８】
　すべてのダウンリンクコンポーネントキャリアを介した送信に対応する単一ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫビットが作られるように、バンドリングが起こり得る。たとえば、すべてのダウン
リンクコンポーネントキャリア上で送信されるすべての符号語に対応するすべてのＡＣＫ
／ＮＡＣＫビットが、「ＡＮＤ」をとられ得る。あるいは、すべてのダウンリンクコンポ
ーネントキャリアを介した送信に対応するいくつかのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが作られ得
るように、バンドリングが起こり得る。
【００５９】
　上記で提案したように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ制御情報は、ＰＵＣＣＨを搬送するように構
成された１つのＵＥ固有アップリンクコンポーネントキャリアにマッピングされ得る。
【００６０】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットは、ＬＴＥでのように、直交符号での周波数領域および時間領
域多重化を用いて送信され得る。たとえば、すべてのダウンリンクキャリアを介して送信
される符号語の最大数がｍの場合、ｍ個のバンドルされたＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが存在
し得る。ＱＰＳＫ変調が用いられる場合、これは、ｍ／２個のＡＣＫ／ＮＡＣＫ記号に対
応する。こうしたビット／記号は、周波数／時間／符号多重化によって送信され得る。「
多重化」という用語が使われているが、複数のビットをより小さいビットサブセットに効
果的に削減することができ、依然として元のビットセットを効果的に表すどの形の結合報
告も適用可能である。
【００６１】
　ＰＵＣＣＨにおいてＵＣＩを送信する別の実施形態では、ＬＴＥリリース８ＷＴＲＵお
よびＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵがＰＵＣＣＨ上で送信を行うために同じ物理資源を共有すると
き、ＰＵＣＣＨの直交性を維持するためにＰＵＣＣＨ上でデータを送信するのに符号分割
多重化（ＣＤＭ）拡散が用いられ得ると想定される。ＣＤＭは、各チャネルがそのビット
を、符号化されたチャネル固有のパルス系列として送信する技法である。



(13) JP 5449378 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

【００６２】
　本実施形態のためのある方法例では、ＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵは、そのＭ個の変調記号を
Ｍ個の拡散系列で拡散させ、拡散系列をＭ個の連続性無線ブロック（ＲＢ）にマッピング
することができる。Ｍ個の拡散系列は、様々なルート系列もしくは同じルート系列の循環
シフトまたは両方の組み合わせから選択され得る。Ｍ個の系列は、結果として得られるキ
ュービックメトリック（ＣＭ）が低くなるように選択され得る。低いＣＭを取得するため
に、Ｍ個の系列に対する可能なすべての組み合わせのＣＭが計算され、最も低いＣＭをも
つ組み合わせのセットが次いで、予め選択される。こうした組み合わせは、上位層シグナ
リングによって、すなわち、ＷＴＲＵ固有またはセル固有のシグナリングによりＷＴＲＵ
にシグナリングすることができる。
【００６３】
　本実施形態の別の方法例では、ＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵは、そのＮ個の変調記号を、同じ
ルート系列のＮ個の循環シフトで拡散させ、変調記号を同じＲＢにマッピングすることが
できる。各ルート系列用のＮ個の循環シフトは、結果として得られるＣＭが低くなるよう
に選択すればよい。これを達成するために、Ｎ個の循環シフトに対する可能なすべての組
み合わせのＣＭが計算され、最も低い、または許容可能なＣＭをもつ組み合わせのセット
が次いで、予め選択される。こうした組み合わせは、上位層シグナリングによって、すな
わち、ＷＴＲＵ固有またはセル固有のシグナリングによりＷＴＲＵにシグナリングするこ
ともできる。
【００６４】
　本実施形態の別の方法例では、本明細書において上記開示した第１および第２の方法例
の組み合わせを、ＰＵＣＣＨ上での送信を遂行するのに用いることができる。
【００６５】
　本実施形態の別の方法例では、複数のＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵが同じ資源を共有するとき
、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列（定振幅ゼロ自己相関（ＣＡＺＡＣ）系列族に属す）および
他の拡散系列などの拡散系列を使うことができる。
【００６６】
　ＰＵＣＣＨにおいてＵＣＩを送信する別の実施形態では、ＬＴＥリリース８ＷＴＲＵお
よびＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵが、ＰＵＣＣＨ上で送信するのに同じ物理資源を共有しないと
想定される。
【００６７】
　本実施形態では、ある特定の時間周波数位置が、ＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵ向けのＰＵＣＣ
Ｈデータの送信用に予約される。この位置は、ＬＴＥ－Ａ固有でよく、ＬＴＥ用に予約さ
れるものより大きくてよく、ＬＴＥの場合と同じ拡散系列を使うことができる。
【００６８】
　本実施形態では、異なるＷＴＲＵの間での制御データの多重化を遂行するのに、異なる
多重化方式を用いることができる。本実施形態の方法例では、異なるＷＴＲＵの間の制御
データの多重化は、周波数領域内で周波数分割多重化（ＦＤＭ）を用いることによって遂
行することができる。図４に示すように、ＷＴＲＵは、その変調記号を、予約されたＰＵ
ＣＣＨ資源内の異なるサブキャリアにマッピングすることができる。各タイプの陰影（す
なわち、斜線、ドット、垂直線など）は、ある特定のＷＴＲＵに対する割振りを表す。各
ＷＴＲＵは、１つの陰影で指示された資源のみを使う。１つの変調記号が、いくつかの連
続性または独立サブキャリアに渡って繰り返されてよく、制御データは、ＣＭを低く保つ
ために離散フーリエ変換（ＤＦＴ）プリコーディングされてよい。
【００６９】
　予約されたＰＵＣＣＨ資源は、大きい周波数帯に渡る（または全体にも渡る）局在サブ
キャリアまたは分散サブキャリアからなり得る。さらに、予約されたＰＵＣＣＨ資源は、
予め定義された周波数帯に渡る局在サブキャリアのクラスタまたは分散サブキャリアのセ
ットからなり得る。制御データは、通信圏を拡大するように、いくつかの直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）記号に渡って繰り返され得る。さらに、ブロック拡散（すなわち、ウォ
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ルシュ符号などの直交符号によるＯＦＤＭ記号に対する時間の拡散）も、用いることがで
きる。
【００７０】
　別の多重化例では、異なるＷＴＲＵの間の制御データの多重化は、符号分割多重化（Ｃ
ＤＭ）を用いて遂行することができる。この方法例では、変調記号は、拡散系列を用いて
、すなわち、１つのＲＢに渡るＣＡＺＡＣ系列を用いて拡散される。いくつかの（同じま
たは異なる）系列を、異なる連続性ＲＢに対して使って、データレートを増すことができ
る。ＤＦＴプリコーディングは、ＣＭを削減するために、拡散の後で適用され得る。
【００７１】
　ＷＴＲＵの送信制御ビットの数は、同じ周波数帯を介していくつかの直交系列を送信す
ることによって、たとえば、同じルート系列の循環シフトを同じＲＢを介して送信するこ
とによって増大され得る。ＣＡＺＡＣ系列のとき、同じルート系列の循環シフトがＤＦＴ
の後でさえも直交性を維持することにより、ＤＦＴプリコーディングは、複数の直交系列
での拡散の後で適用することもできる。このように直交性を維持できることにより、この
方法例は、第１の実施形態のように、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵがＰＵＣＣＨ送
信用に同じ物理資源を共有するときに用いることもできる。したがって、本実施形態に従
って、ＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵの制御データは、ＣＡＺＡＣ系列を使って拡散し、次いでデ
ータは、ＤＦＴプリコーディングされ、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）ブロックにおい
てサブキャリアにマッピングされる。制御データは、たとえば、通信圏拡大のために、い
くつかのＯＦＤＭ記号に渡って繰り返され得ることに留意されたい。
【００７２】
　第１の実施形態を参照して先に開示した系列選択方法は、低いＰＡＰＲ／ＣＭを維持す
るのに用いることもできる。この場合、系列の可能なすべての組み合わせのうち、ＣＭが
低い組み合わせを選択してよく、その結果、ＤＦＴプリコーディングがなくても低いＣＭ
が得られる。組み合わせは、上位層シグナリングによって、すなわちＷＴＲＵ固有または
セル固有のシグナリングによりＷＴＲＵにシグナリングすることができる。
【００７３】
　ＬＴＥリリース８ＷＴＲＵおよびＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵが、ＰＵＣＣＨ上で送信するの
に同じ物理資源を共有しない実施形態では、より優れた周波数ダイバーシティを達成する
のに、ホッピングが用いられ得る。ホッピングは、スロットの間、サブフレームの間、も
しくはコンポーネントキャリアの間の様々な周波数帯上で、または周波数帯、スロット、
サブフレームおよびコンポーネントキャリアの任意の組み合わせで制御情報を送信するこ
とによって実施することができる。制御データは、信号対干渉＋ノイズ比（ＳＩＮＲ）改
善のために、複数のコンポーネントキャリア上で同時に送信することもできる。
【００７４】
　ＬＴＥリリース８ＷＴＲＵおよびＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵが、ＰＵＣＣＨ上で送信するの
に同じ物理資源を共有しない実施形態によると、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
がアップリンク送信のための補助エアインタフェースとして使われるとき、第１および第
２の実施形態を用いることもできる。しかしこの場合、ＣＭは問題ではないので、ＤＦＴ
プリコーディングは必要とされない。送信方法は、ＷＴＲＵまたはセル固有のシグナリン
グによって指定し、または構成することができる。
【００７５】
　ＰＵＣＣＨにおいてＵＣＩを送信し、またはシグナリングする別の実施形態では、ＵＣ
Ｉは、ＣＤＭ、ＦＤＭ、時間分割多重化（ＴＤＭ）またはその組み合わせを用いて、複数
のＰＵＣＣＨ資源を介してシグナリングすることができる。本実施形態は、たとえば、Ｌ
ＴＥ－Ａに対して高容量ＵＣＩが求められるときに用いることができる。
【００７６】
　本実施形態の方法例では、ＣＤＭベースのＵＣＩシグナリングを用いることができる。
ＣＤＭでは、セル固有の、長さが１２の周波数領域（または時間領域）系列の様々な直交
位相回転（等価には循環シフト）が、ＵＣＩの各ビット（またはビットのグループ、もし
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くは異なる制御フィールド）に対して適用される。たとえば、非対称帯域幅拡張（２つの
ダウンリンク（ＤＬ）コンポーネントキャリアおよび１つのアップリンク（ＵＬ）コンポ
ーネントキャリアなど）のケースでは、異なるＤＬコンポーネントキャリアに対するＨＡ
ＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが、セル固有の系列の異なる位相回転を用いて、単一ＵＬ
キャリアにおいて送信される。代替的または追加的には、図５に示すように、異なるＤＬ
キャリアに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが、同じ位相回転系列を使って、ただし異なる
直交カバー系列、すなわち、それぞれＣａｒｒｉｅｒ－１およびＣａｒｒｉｅｒ－２向け
にｗ1およびｗ2を使って（同じ時間周波数資源において）送信され得る。
【００７７】
　本実施形態の別の方法例では、予め構成されたＰＵＣＣＨ領域（すなわち、ＰＵＣＣＨ
資源）内の異なるＲＢペアを使って、ＵＣＩの各ビット（またはＡＣＫ／ＮＡＣＫビット
およびＣＱＩビットなどからなるビットグループ、もしくは異なる制御フィールド）が送
信され得る場合、ＦＤＭベースのＵＣＩシグナリングが用いられる。図６は、ｍ＝０に対
応するＲＢを介してＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信され、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩが、ｍ＝２に対
応するＲＢのように、異なるＲＢを介して送信されるように、高容量ＵＣＩ（たとえば、
複数のＵＣＩ報告）を送信する複数のＰＵＣＣＨ　ＲＢ資源（すなわち、ＦＤＭベース）
を使う例を示している。代替的または追加的には、非対称帯域幅拡張（２つのＤＬコンポ
ーネントキャリアおよび１つのＵＬコンポーネントキャリアなど）のケースでは、異なる
ＤＬコンポーネントキャリアに対するＵＣＩビット（１つまたは複数）が、それぞれＣａ
ｒｒｉｅｒ－１およびＣａｒｒｉｅｒ－２に対してｍ＝０、２など、異なるＲＢペアを介
して送信される。
【００７８】
　本実施形態の別の方法例では、ＴＤＭベースのＵＣＩシグナリングが用いられ、この場
合、ＵＣＩの各ビット（もしくはＡＣＫ／ＮＡＣＫビットおよびＣＱＩビットのようなビ
ットのグループ、または、異なる制御フィールド）は、ＯＦＤＭ記号単位、スロット単位
、またはサブフレーム単位で、時間分割ベース（ＴＤＢ）で送信される。
【００７９】
　本実施形態の別の方法例では、高次変調ベースのＵＣＩシグナリングが用いられる。Ｌ
ＴＥ－Ａにおける高容量ＵＣＩに対処するために、１６直交振幅変調（１６ＱＡＭ）など
、より高次の変調がＰＵＣＣＨに対して適用され得る。この例では、ＰＵＣＣＨ用の電力
設定は、異なる変調方式向けに異なるＳＩＮＲが求められることを反映するような電力オ
フセットを含む。
【００８０】
　本明細書で開示する実施形態では、ＷＴＲＵは、基地局によって、どのＰＵＣＣＨ資源
（時間／周波数／符号）がＷＴＲＵに割り振られるかに関する上位層シグナリングまたは
Ｌ１シグナリングにより構成され得る。リリース８ＬＴＥ　ＰＵＣＣＨフォーマットは、
後方互換可能でよい。さらに、ＣＤＭおよびＦＤＭのケースでは、ＣＭ（キュービックメ
トリック）が、使用されている資源（符号／位相回転またはＲＢ）の数に依存して増大さ
れ得る。したがって、ＰＵＣＣＨ用の電力設定に対するＣＭの影響を考慮してよく、つま
り、ＣＭが増大する場合はその量だけ電力バックオフを適用する。
【００８１】
　シグナリングＵＣＩにおける柔軟な構成、効率的資源使用、およびＬＴＥ－Ａにおける
高容量ＵＣＩオーバーヘッドのサポートを提供する方法について、物理アップリンク共有
制御チャネル（ＰＵＳＣＨ）に関してこれ以降で開示する。
【００８２】
　ある実施形態では、１つもしくは複数の周期的ＰＵＳＣＨ報告モードが、高容量可変サ
イズＷＴＲＵフィードバック情報、またはＵＣＩ情報に関するＵＣＩ報告をサポートする
のに使われ得る。大きいサイズのＷＴＲＵフィードバック、または、複数のキャリアに対
応するＵＣＩを送信する周期的ＰＵＳＣＨが使われる。この方法例では、複数のキャリア
向けに複数のＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ、ＣＳＩなどが必要とされ得ると想定される。単一キ
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ャリアの場合、１つのＵＣＩ、すなわちＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなどの１つのセットが、Ｗ
ＴＲＵから基地局にフィードバックされることが求められる。複数のキャリアの場合、Ｃ
ＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなどの複数のセットが、ＷＴＲＵから基地局にフィードバックされる
ことが求められる。こうすることにより、ＷＴＲＵフィードバック情報の量が大幅に増大
し得る。構成されるキャリアの数は、（おそらくは半静的に）変わってよく、ＷＴＲＵフ
ィードバックのサイズも、それに従って変化してよい。
【００８３】
　多重入出力（ＭＩＭＯ）のためのＵＣＩを送信する周期的ＰＵＳＣＨも使われ得る。こ
の例では、高次ＭＩＭＯは、大きいサイズのＵＣＩがフィードバックされるよう求める場
合があり、たとえば、高次ＭＩＭＯのために大きいコードブックサイズが必要とされ得る
と想定される。さらに、コードブック索引またはＰＭＩではなく、チャネル量子化など、
異なるタイプのＷＴＲＵフィードバックが必要とされ得る。このことは、ＵＣＩに対する
ペイロードサイズの増大に寄与する。
【００８４】
　協調多地点伝送（ＣｏＭＰ）のためのＵＣＩを送信する周期的ＰＵＳＣＨも使われ得る
。この例では、改良型ＣｏＭＰ方式を可能にするために、大きいペイロードサイズのＵＣ
Ｉが必要とされ得ると想定される。コードブック索引（たとえば、ＰＭＩ）ではなくチャ
ネル量子化が、改良型ＣｏＭＰ方式を可能にするために必要とされ得る。協調グループ内
の異なるセル、サイト、基地局などに対する複数のＰＭＩまたはＣＳＩなどが、特定のＣ
ｏＭＰ方式のために必要とされ得る。たとえば、統合送信、協調ビーム形成など、異なる
ＣｏＭＰ方式が、異なる量のＰＭＩ、ＣＳＩなどを必要とし得る。
【００８５】
　統合送信ベースのＣｏＭＰの場合は、複数のセル／サイト／基地局向けの１つの複合Ｃ
ＳＩまたはＰＭＩで十分である。これは、送信が、複数のサイトの複数のアンテナから統
合して発するからである。複合チャネルは、ＲＳで測定することができる。協調ビーム形
成が用いられる場合、複数のセル／サイト／基地局向けの複数のＣＳＩまたはＰＭＩが必
要とされ得る。これは、ＷＴＲＵが、ｈ１（たとえば、ＣＳＩ１）、およびｈ２（たとえ
ば、ＣＳＩ２）を基地局１にフィードバックすることができ、基地局１が、ｈ２（ＣＳＩ
２）を基地局２にフォワードすることができ、これらがｈ３（たとえば、ＣＳＩ３）とと
もに別のＷＴＲＵへのビームを形成し得るが、所与のＷＴＲＵへのｈ２による干渉を最小
限にしようとするからである。したがって、ｈ１（たとえば、ＣＳＩ１）およびｈ２（Ｃ
ＳＩ２）は両方とも、基地局にフィードバックする必要があり得る。
【００８６】
　周波数選択的プリコーディングまたはビーム形成のためのＵＣＩ送信用に、周期的ＰＵ
ＳＣＨも使われ得る。周波数選択的報告またはサブバンド報告は、多重ＵＣＩフィードバ
ックを必要とする場合があり、たとえば、複数のＰＭＩ、ＣＳＩなどが、キャリア内の様
々なサブバンドに対して報告され得る。
【００８７】
　アップリンクデータチャネルを使ってＵＣＩを搬送する方法例を、本明細書で開示する
。たとえば、ＰＵＳＣＨなど、周期的アップリンクデータチャネルが、ＷＴＲＵフィード
バック情報またはＵＣＩを搬送するのに使われ得る。１つまたはいくつかの周期的ＰＵＳ
ＣＨ報告モードが、キャリア集約（帯域幅拡張のためのマルチキャリア）、高次ＭＩＭＯ
、ＣｏＭＰおよび周波数選択性のための周期的ＰＵＳＣＨベースの報告をサポートするた
めに追加される。非周期的または周期的ＣＱＩ報告用物理チャネルの概要を、表１に示す
。
【００８８】
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【表１】

【００８９】
　周期的ＰＵＳＣＨに基づくいくつかの報告モードを、本明細書で開示する。ＷＴＲＵは
、異なるＣＱＩ、ＰＭＩ、ＣＳＩ、およびＲＩまたはこれらの組み合わせをＰＵＳＣＨ上
で周期的にフィードバックするように、上位層によって半静的に構成される。ＣＱＩ、Ｐ
ＭＩ、ＣＳＩ、ＲＩなど、またはこれらの組み合わせが、各報告モード用に定義され得る
。たとえば、１つの可能性として、報告モードに、単一キャリア用の周期的ＰＵＣＣＨに
よって搬送される同じＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩを報告させるが、複数のキャリアに拡張させ
る。この場合、Ｎ個のキャリア用のＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなどのＮ個のセットは、この報
告モードに関連づけることができ、周期的ＰＵＳＣＨ内で報告される。この報告は、同じ
周期的ＰＵＣＣＨ報告に続き得るが、複数のキャリアからのＷＴＲＵフィードバック情報
ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなどを集約し、周期的ＰＵＳＣＨにおいて報告する。周波数選択的
ケースでは、複数のキャリア、たとえば、異なるサブフレーム内の異なる帯域幅部分に対
応するＣＱＩ、ＰＭＩなどを報告することができる。
【００９０】
　たとえば、異なるサブフレームではなく同じサブフレーム内の異なるすべての帯域幅部
分のすべてのＣＱＩ、ＰＭＩなどを報告することも可能であり得る。別の可能性として、
新規ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ、ＣＳＩなど、およびこれらの組み合わせを、周期的ＰＵＳＣ
Ｈを使って異なる報告モードに関して報告されるように定義する。ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＣＳ
ＩまたはＲＩなどの異なる組み合わせが、複数のキャリア、高次ＭＩＭＯ、ＣｏＭＰ、周
波数選択性またはこれらの組み合わせに対して定義され得る。
【００９１】
　さらに、複数のキャリア向けに異なる送信モードがサポートされる場合、ＣＱＩ、ＰＭ
Ｉ、ＣＳＩまたはＲＩなどの組み合わせも、このようなケースに対する報告用に定義され
得る。さらに、ＣｏＭＰにおいて、各キャリアを異なるセル、サイト、基地局にリンクす
ることができ、異なるキャリアに対してＣｏＭＰグループサイズが異なり得る場合、ＣＱ
Ｉ、ＰＭＩ、ＣＳＩまたはＲＩなどの組み合わせも、このようなケースに対する報告用に
定義され得る。
【００９２】
　いくつかの報告モード例を表２、３に挙げるが、ここでＷＢ　ＣＱＩは、広帯域ＣＱＩ
を表す。ＳＢ　ＣＱＩは、サブバンドＣＱＩを表す。
【００９３】
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【００９４】
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【表３】

【００９５】
　ＰＵＳＣＨ上で高容量ＵＣＩを送る別の例では、ＵＣＩペイロードサイズが、ＰＵＣＣ
Ｈ資源に収まらない程大きい（たとえば、ＨＡＲＱビット数およびＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ
用の情報ビット数の合計が閾値より大きい）ときは、ＵＣＩは、アップリンク共有チャネ
ル（ＵＬ－ＳＣＨ）データとともに、またはデータなしで（ＷＴＲＵがデータ送信用にス
ケジュールされているかどうかに依存する）、ＰＵＳＣＨ上で送られる。この方法では、
ＷＴＲＵが、ＵＣＩを搬送するためのＰＵＳＣＨ上でのデータ送信用にスケジュールされ
ている必要はない。そうではなく、ＷＴＲＵは、ＵＣＩがＰＵＳＣＨ上で搬送されるとき
、上位層シグナリングまたはＬ１／２シグナリングによって構成され得る。
【００９６】
　以降、周期的ＰＵＳＣＨを構成し、資源を指示する方法、および他の関連手順を開示す
る。周期的ＰＵＳＣＨは、無線資源制御（ＲＲＣ）構成によるＵＣＩの送信用に構成され
得る。ＲＲＣ構成は、解放、周期的ＰＵＳＣＨ報告モードのセットアップ、報告間隔また
は周期性、報告形式などを含み得る。
【００９７】
　周期的ＰＵＳＣＨ資源を指示する様々な方法を、本明細書で開示する。ある例では、指
示は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を使って行われ得る。ＲＲＣ構成と
ともに、ＰＤＣＣＨは、周期的ＰＵＳＣＨ資源、たとえば、資源サイズ、ＲＢ割振りなど
を指示するのに使われ得る。周期的ＰＵＳＣＨ資源サイズは、たとえば、異なるキャリア
集約構成などにより異なり得る。別の例では、周期的ＰＵＳＣＨ資源は、固定された割振
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りを用いて指示され得る。資源は、周期的ＰＵＳＣＨ用に予約され得る（周期的ＰＵＣＣ
Ｈ用に予約される資源と同様）。周期的ＰＵＳＣＨ用の予約資源は、固定された場所（た
とえば、周波数ダイバーシティに対する帯域幅のエッジ）に置かれ得る。予約されたＰＵ
ＳＣＨ資源は、いくつかの区画に仕切ることができる。どの周期的ＰＵＳＣＨ資源（たと
えば、区画）を使うべきかという指示は、上位層シグナリング、たとえばＲＲＣによって
構成され得る。
【００９８】
　ＰＤＣＣＨは、ＲＲＣ構成の後に、スケジュールされた報告間隔で周期的ＰＵＳＣＨ資
源を指示するように送信され得る。周期的ＰＵＳＣＨ資源を指示するためのいくつかの方
法を、本明細書で開示する。
【００９９】
　ある方法例では、静的指示が使われる。この方法では、ＰＤＣＣＨが、最初に、たとえ
ば周期的ＰＵＳＣＨ用の資源などのパラメータを指示するのに使われる。その後、パラメ
ータは、周期的ＰＵＳＣＨがＲＲＣによって解放されるまで同じままである。ＰＤＣＣＨ
が受信され、ＰＤＳＣＨのデコードが成功した場合、周期的ＰＵＳＣＨ用の資源などが指
示される。同じパラメータ、たとえばＲＢ割振りが、ＲＲＣによって解放されるまで周期
的ＰＵＳＣＨ用に用いられる。一例では、周期的ＰＵＳＣＨのみが、スケジュールされた
間隔で送信されることを認められ得る。一例では、周期的ＰＵＳＣＨ（制御）およびＰＵ
ＳＣＨ（データ）の同時送信も認められ得る。この場合、後に続く間隔では、ＰＤＣＣＨ
　ＵＬ割り当てが、周期的ＰＵＳＣＨではなくデータＰＵＳＣＨ用に用いられ得る。
【０１００】
　ある方法例では、半静的指示が使われる。この方法では、ＰＤＣＣＨが、周期的ＰＵＳ
ＣＨ用の資源などを指示するのに、最初だけではなく、後続報告間隔でも使われる。言い
換えると、たとえば資源などのパラメータは、次の報告インスタンスにおいて変更するこ
とができる。こうすることにより、各報告インスタンスごとにスケジューリング利得を達
成することができる。ＰＤＣＣＨは、すべての間隔において送信することができる。この
場合、ＲＢ割振りは、周期的ＰＵＳＣＨ用に、スケジュールされた各報告間隔において動
的に変更され得る。ＷＴＲＵは、スケジュールされた各報告間隔において、周期的ＰＵＳ
ＣＨ用にＰＤＣＣＨを監視することができる。基地局は、スケジュールされたすべての間
隔において、周期的ＰＵＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨを送信してもしなくてもよい。周期
的ＰＵＳＣＨ（制御）およびＰＵＳＣＨ（データ）は、ＰＵＳＣＨ資源上でマージし、許
可を共有し得る。スケジュールされた報告間隔において受信された許可が、周期的ＰＵＳ
ＣＨ（制御）のみに適用されるのか、それとも周期的ＰＵＳＣＨ（制御）およびＰＵＳＣ
Ｈ（データ）両方に適用されるのかを指示するのに、ＣＱＩ要求ビットが使われ得る。
【０１０１】
　ある方法例では、別の半静的指示が使われる。この方法では、信号オーバーヘッドを削
減するために、Ｌ個の報告間隔ごとに、ＰＤＣＣＨが周期的ＰＵＳＣＨ用に送られ得る。
この場合、ＷＴＲＵは、スケジュールされたＬ個の報告間隔ごとに、周期的ＰＵＳＣＨに
対してＰＤＣＣＨを監視するだけでよい。こうすることにより、ＰＤＣＣＨは、周期的Ｐ
ＵＳＣＨに対してスケジュールされたすべての間隔において送信されなくてよいので、柔
軟性が低下し得るが、ＷＴＲＵがＰＤＣＣＨすべての間隔を監視しデコードしなければな
らないという複雑さも削減される。これは、スケジュールされた間隔において周期的ＰＵ
ＳＣＨのみが送信されてよい場合にのみ適用され得る。
【０１０２】
　ＰＤＣＣＨを使ってＵＣＩを送信するために周期的ＰＵＳＣＨがどのようにして活動化
され、または解放され得るかについての様々な方法を、これ以降で開示する。一方法では
、周期的ＰＵＳＣＨは、ＰＤＣＣＨにより活動化することができ、一度活動化されると、
非活動化されるまで、ＷＴＲＵは周期的ＰＵＳＣＨ資源を使って周期的にＵＣＩを報告す
ることができる。別の方法では、周期的ＰＵＳＣＨ報告モードがＲＲＣによって構成され
た後、活動化ＰＤＣＣＨが、周期的ＰＵＳＣＨ報告モードを活動化するのに使われる。活
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動化ＰＤＣＣＨも、周期的ＰＵＳＣＨ資源を指示する。別の方法では、周期的ＰＵＳＣＨ
の非活動化は、別のＰＤＣＣＨにより行うことができ、これにより周期的ＰＵＳＣＨ報告
が解放される。
【０１０３】
　ＵＣＩを送信するアップリンクデータチャネルを構成するための実装形態を、本明細書
で開示する。リリース８ＬＴＥでは、周期的ＣＱＩ報告モードは、パラメータ、すなわち
比較的上位層のシグナリングによって構成されるｃｑｉ－ＦｏｒｍａｔＩｎｄｉｃａｔｏ
ｒＰｅｒｉｏｄｉｃによって与えられる。一例では、周期的ＰＵＳＣＨベースのＣＱＩ報
告モードは、パラメータＸ、たとえば、比較的上位層のシグナリングによって構成される
ｃｑｉ－ＦｏｒｍａｔＩｎｄｉｃａｔｏｒＰｅｒｉｏｄｉｃＰＵＳＣＨによって与えられ
る。送信モードに依存して、報告モードが暗黙的に与えられる。
【０１０４】
　別の方法では、周期的ＰＵＳＣＨベースのＣＱＩ報告モードは、パラメータＹ、たとえ
ば、比較的上位層のシグナリングによって構成されるｃｑｉ－ＲｅｐｏｒｔＭｏｄｅＰｅ
ｒｉｏｄｉｃＰＵＳＣＨによって与えられる。報告モードは、このパラメータにより明示
的に与えられる。
【０１０５】
　リリース８ＬＴＥでは、ＣＱＩ／ＰＭＩまたはＲＩ報告は、ＰＵＣＣＨ資源
【０１０６】
【数１】

【０１０７】
上で送信されなければならず、ここで、
【０１０８】
【数２】

【０１０９】
はＷＴＲＵ固有であり、上位層によって構成される。
【０１１０】
　本明細書において、どのＰＵＳＣＨ資源がＵＣＩ情報の送信用に使われるかを決定する
方法を開示する。一つの方法では、ＣＱＩ／ＰＭＩまたはＲＩ報告は、周期的ＰＵＳＣＨ
資源上で送信することができ、この資源は、ＷＴＲＵ固有であり、ＷＴＲＵ固有のＰＤＣ
ＣＨによって指示される。あるいは、周期的ＰＵＳＣＨ資源は、上位層によって構成され
得る。周期的ＰＵＳＣＨ資源用のＲＢ割振り、変調符号方式（ＭＣＳ）などは、Ｌ１／２
制御シグナリング、たとえばＰＤＣＣＨシグナリングまたは上位層シグナリング、たとえ
ばＲＲＣシグナリングを使って指示され得る。
【０１１１】
　周期的ＰＵＳＣＨ報告および資源指示を構成するための方法を、本明細書で開示する。
一方法では、構成は、ＲＲＣシグナリングを用いて行われる。ＲＲＣ構成は、解放、周期
的ＰＵＳＣＨ報告モードのセットアップ、報告間隔または周期性、報告形式などを含み得
る。たとえば、資源、ＲＢの場所、ＭＣＳなどのパラメータはすべて、ＲＲＣシグナリン
グにより送られる。
【０１１２】
　別の方法では、構成は、ＲＲＣ／ＰＤＣＣＨにより行われる。一部のパラメータ、たと
えば、報告モード、周期性などは、ＲＲＣシグナリングにより送られ、それ以外のパラメ
ータ、たとえば資源、ＲＢの場所、ＭＣＳなどは、Ｌ１制御シグナリング、たとえばＰＤ
ＣＣＨにより指示される。
【０１１３】
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　別の方法では、構成は、コードポイント検証を用いてＲＲＣ／ＰＤＣＣＨにより行われ
る。一部のパラメータ、たとえば報告モード、周期性などは、ＲＲＣシグナリングにより
送られ、それ以外のパラメータ、たとえば資源、ＲＢの場所、ＭＣＳなどは、Ｌ１制御シ
グナリング、たとえばＰＤＣＣＨにより指示される。さらに、いくつかのコードポイント
が、ＰＤＣＣＨ検証用に定義される。それぞれの使用ダウンリンク制御インジケータ（Ｄ
ＣＩ）フォーマット用のフィールドすべてが、表４に従って、たとえば、表４に示すよう
にセットされた場合、検証が遂行される。検証が遂行された場合、ＷＴＲＵは、それに従
って受信ＤＣＩ情報を、有効な周期的ＰＵＳＣＨ活動化とみなしてよい。
【０１１４】
【表４】

【０１１５】
　別の方法では、構成は、ＰＤＣＣＨ活動化／解放を用いてＲＲＣにより行われる。一部
のパラメータ、たとえば報告モードなどが、ＲＲＣシグナリングにより送られ、他のパラ
メータ、たとえば資源などが、Ｌ１制御シグナリング、たとえばＰＤＣＣＨにより指示さ
れる。さらに、いくつかのコードポイントが、ＰＤＣＣＨ検証に使われる。周期的ＰＵＳ
ＣＨの時間または期間中、周期的ＰＵＳＣＨ報告は、動的にオン／オフされ得る。これは
、ＰＤＣＣＨの活動化および解放によって遂行され得る。それぞれの使用ＤＣＩフォーマ
ット用のフィールドすべてが、たとえば表４または表５に従ってセットされた場合、検証
が遂行される。検証が遂行された場合、ＷＴＲＵは、それに従って、受信されたＤＣＩ情
報を有効な周期的ＰＵＳＣＨ活動化または解放とみなしてよい。検証が遂行されない場合
、受信されたＤＣＩフォーマットは、ＷＴＲＵによって、不一致巡回冗長検査（ＣＲＣ）
で受信済みであるとみなされなければならない。
【０１１６】
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【表５】

【０１１７】
　本明細書において、ＰＤＣＣＨ指示方法のための手順例を開示する。周期的ＰＵＳＣＨ
がＲＲＣによって有効にされると、以下の情報が、上位層によって提供され得る。すなわ
ち、周期的ＰＵＳＣＨ間隔ｐｅｒｉｏｄｉｃＰＵＳＣＨＩｎｔｅｒｖａｌ、および、周期
的ＰＵＳＣＨが有効にされた場合の暗黙的解放前の空の送信回数ｉｍｐｌｉｃｉｔＲｅｌ
ｅａｓｅＡｆｔｅｒである。周期的ＰＵＳＣＨがＲＲＣによって無効にされると、対応す
る構成された許可は破棄してよい。
【０１１８】
　周期的ＰＵＳＣＨアップリンク許可が構成された後、ＷＴＲＵは、周期的ＰＵＳＣＨに
対する許可が各サブフレーム内で繰り返すとみなしてよい。各サブフレームにおいて、以
下が成立する。
【０１１９】
　すべてのＮ＞０に対して、－（１０＊ＳＦＮ＋ｓｕｂｆｒａｍｅ）＝［（１０＊ＳＦＮ

start time＋ｓｕｂｆｒａｍｅstart time）＋Ｎ＊ＰｅｒｉｏｄｉｃＰＵＳＣＨＩｎｔｅ
ｒｖａｌ＋Ｓｕｂｆｒａｍｅ＿Ｏｆｆｓｅｔ＊（Ｎ　ｍｏｄｕｌｏ　２）］　ｍｏｄｕｌ
ｏ　１０２４０
上式で、ＳＦＮｓｔａｒｔ　ｔｉｍｅおよびｓｕｂｆｒａｍｅｓｔａｒｔ　ｔｉｍｅは、
それぞれ、周期的ＰＵＳＣＨに対する構成されたアップリンク許可が（再度）初期化され
た時点での系列フレーム番号（ＳＦＮ）およびサブフレームである。
【０１２０】
　ＷＴＲＵは、周期的ＰＵＳＣＨ資源においてゼロまたは空のＰＵＳＣＨをそれぞれが含
む連続性新規ＰＵＳＣＨのｉｍｐｌｉｃｉｔＲｅｌｅａｓｅＡｆｔｅｒ回数を送信した直
後に、構成されたアップリンク許可をクリアしてよい。
【０１２１】
　本明細書において、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ報告とＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫとの間の
衝突に対処する手順を開示する。同じサブフレーム内の周期的ＰＵＳＣＨベースのＣＱＩ
／ＰＭＩ／ＲＩとＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫとの間の衝突のケースでは、上位層によっ
て与えられるパラメータｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓＡｃｋＮａｃｋＡｎｄＣＱＩがＦＡＬ
ＳＥにセットされた場合、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩは落とされる。ＡＣＫ／ＮＡＫは、それ
以外の場合、周期的ＰＵＳＣＨ資源においてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩにピギーバックされ、
または付加される。
【０１２２】
　ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ報告とＰＵＳＣＨデータとの間の衝突に対処する手順を、本明細
書で開示する。ＷＴＲＵは、周期的ＣＱＩ／ＰＭＩ、またはＲＩ報告を、サブフレーム中
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のＰＵＳＣＨ（制御）上で、ＰＵＳＣＨ（データ）割振りなしで送信することができる。
ＷＴＲＵは、周期的ＣＱＩ／ＰＭＩまたはＲＩ報告を、サブフレーム中の周期的ＰＵＳＣ
Ｈ（制御）上で、ＰＵＳＣＨ（データ）割振りとともに送信することができ、ここでＷＴ
ＲＵは、ＰＵＳＣＨ（データ）において、同じであるが集約されたＰＵＣＣＨベースの周
期的ＣＱＩ／ＰＭＩまたはＲＩ報告形式を使うことができる。あるいは、ＷＴＲＵは、周
期的ＣＱＩ／ＰＭＩまたはＲＩ報告を、サブフレーム中の周期的ＰＵＳＣＨ（制御）上で
、ＰＵＳＣＨ（データ）割振りとともに送信することができ、ここでＷＴＲＵは、ＰＵＳ
ＣＨ（データ）上でＰＵＳＣＨベースの周期的ＣＱＩ／ＰＭＩまたはＲＩ報告形式を使う
ことができる。
【０１２３】
　ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ報告とスケジューリング要求（ＳＲ）との間の衝突に対処する手
順を、本明細書で開示する。同じサブフレーム中のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩと能動ＳＲとの
間の衝突のケースでは、ＳＲは、周期的ＰＵＳＣＨ資源上でＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩにピギ
ーバックされ、または付加される。あるいは、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩは落としてよく、能
動ＳＲがサブフレーム中にある場合、周期的ＰＵＳＣＨはそのサブフレーム中では送信さ
れない。
【０１２４】
　本明細書において、周期的ＰＵＳＣＨのための測定ギャップの取扱い手順を開示する。
測定ギャップの一部であるサブフレーム中で、ＷＴＲＵは、周期的ＰＵＳＣＨの送信を実
施するべきではない。
【０１２５】
　周期的ＰＵＳＣＨのための不連続受信（ＤＲＸ）の取扱い手順を、本明細書で開示する
。ＷＴＲＵがＤＲＸアクティブ時間にない場合、周期的ＰＵＳＣＨは送信されるべきでな
く、周期的ＰＵＳＣＨ上で搬送される周期的ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＣＳＩ、ＲＩなどは報告さ
れるべきでない。
【０１２６】
　ＰＵＳＣＨでユーザデータとともに制御データを送信する方法を、本明細書で開示する
。ある例では、クラスタリングされたＤＦＴ－ＳＦＤＭＡまたはＯＦＤＭＡがアップリン
クで使われ、単一のＤＦＴおよびＩＦＦＴブロックがあるとき、ＰＵＣＣＨデータは、Ｄ
ＦＴ前のデータで多重化され得る。
【０１２７】
　別の例では、Ｎ×ＩＦＦＴがアップリンクで使われ、個別ＤＦＴおよびＩＦＦＴブロッ
クがあるとき、いくつかの方法が用いられ得る。
【０１２８】
　一方法例では、個別符号化された制御情報は、ＤＦＴブロックの一部または全部の前の
データで多重化され得る。たとえば、２つのダウンリンクキャリアに対応する、個別符号
化されたＣＱＩ情報は、一次アップリンクキャリアのＤＦＴ前のデータで多重化され得る
。あるいは、複数のアップリンクキャリアがある場合、それぞれが、ダウンリンクキャリ
アに対応する異なる制御データを搬送し得る。たとえば、アップリンクキャリア１は、ダ
ウンリンクキャリア１～３に対するＣＱＩ情報を送信することができ、アップリンクキャ
リア２は、ダウンリンクキャリア４～５に対するＣＱＩ情報を送信することができる。別
の方法では、統合符号化された制御情報の様々な記号が、いくつかのＤＦＴの前のデータ
で多重化され得る。さらに別の方法では、個別符号化された同じ制御情報の記号は、いく
つかのＤＦＴの前のデータで多重化され得る。さらに、同じ制御情報が、通信圏を拡大す
るように、ＤＦＴ－ＩＦＦＴペアの全部または一部を介して送信され得る。
【０１２９】
　ＰＵＣＣＨ（１つまたは複数）およびＰＵＳＣＨを使ってＵＣＩ情報を送信する方法を
、本明細書で開示する。ＬＴＥ－Ａでは、ＵＬ波形に対する単一キャリア制約は、各コン
ポーネントキャリア上で周波数非隣接ＲＢ割振りをサポートすることによって緩和される
。さらに、ＷＴＲＵからのＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの同時送信を認めると想定され、
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この場合、ＵＣＩビットは、予め指定されたＰＵＣＣＨ資源によって伝えられ、データビ
ットは、ＰＵＳＣＨ上で送信される。
【０１３０】
　一例では、高容量ＵＣＩが、ＷＴＲＵから、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ（１つまたは
複数）両方において送信され得る。ＷＴＲＵが、送信されるべきどのデータももたない場
合、ＵＣＩが、ＵＬデータなしでＰＵＳＣＨ上で送られる。たとえば、ＤＬ　ＣｏＭＰに
おけるＷＴＲＵが、サービング（アンカ）セルに関連づけられたＵＣＩ（ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ、およびＳＲを含む）を、サービングセルに向けられたＰＵＳ
ＣＨを介して送信し得る場合、それと同時に、同じサブフレーム中で、ＷＴＲＵは、非サ
ービング（アンカ）セルを対象とする他の制御情報（たとえば、ＣＱＩ／ＰＭＩ）を、そ
の受信セル（１つもしくは複数）向けの予め指定されたＰＵＣＣＨ（１つもしくは複数）
を介して、またはその反対で送信し得る。
【０１３１】
　図７は、ＤＬ　ＣｏＭＰにおけるＷＴＲＵから、ＰＵＣＣＨ（１つまたは複数）および
ＰＵＳＣＨ両方においてＵＣＩを送信する例を示している。この例では、ＷＴＲＵが、サ
ブフレーム中で送信されるＵＬ－ＳＣＨデータをもつと想定される。ＷＴＲＵが、その時
点で送信されるべきどのデータももたない場合、ＵＣＩは、ＵＬデータなしで、ＰＵＳＣ
Ｈ上で送られる。
【０１３２】
　代替的または追加的に、非対称キャリア集約（たとえば、１つのＵＬキャリアおよびＮ
個のＤＬキャリアであって、Ｎ＞１）のケースでは、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵ
ＣＣＨ（１つもしくは複数）どちらかを介して、アンカキャリアに関連づけられたＵＣＩ
を送信することができる。同時に、ＷＴＲＵは、非アンカキャリア（１つまたは複数）に
対するＵＣＩを、他の物理チャネル（アンカキャリアに対して未使用）を介して送信する
ことができる。
【０１３３】
　ＬＴＥ－Ａでは、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨそれぞれに対する電力設定は、独自に行
われると予想される。ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ（１つまたは複数）両方を介してＵＣ
Ｉを送信するケースでは、Ｐｍａｘに達した場合（すなわち、負の電力ヘッドルームのケ
ース）、等価電力方式、相対電力方式または優先権方式を含む電力バックオフ手順が使わ
れる必要があり得る。こうした手順は、等価電力、相対電力、または優先権を伴う電力バ
ックオフ手法を含み得る。
【０１３４】
　代替的または追加的には、ＷＴＲＵは、本明細書で開示した複数のＰＵＣＣＨ資源に切
り換えても、ＰＵＳＣＨのみでＵＣＩを送信してもよい。ＷＴＲＵは、リリース８ＬＴＥ
にＵＣＩシグナリングをピギーバックすることもできる。
【０１３５】
　ＵＣＩ情報のための同時（周期的）ＰＵＣＣＨおよび（非周期的）ＰＵＳＣＨ送信をサ
ポートする方法を、本明細書で開示する。リリース８ＬＴＥでは、周期的ＣＱＩ／ＰＭＩ
／ＲＩ報告と非周期的ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩとの間の衝突のケースにおいて、周期的ＣＱ
Ｉ／ＰＭＩ／ＲＩ報告は、そのサブフレーム中で落とされる。ＬＴＥ－Ａにおいて、一例
では、ＷＴＲＵは、必要な場合、ＷＴＲＵから非周期的報告および周期的報告両方を同じ
サブフレーム中で送信するように構成される。たとえば、非対称キャリア集約では、ＷＴ
ＲＵは、ＰＵＣＣＨを使って、アンカキャリアに関連づけられた周期的ＣＱＩ／ＰＭＩ／
ＲＩ報告を実施し、同じサブフレーム中で、ＰＵＳＣＨを使って、非アンカキャリア（１
つまたは複数）に関連づけられた非周期的ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ報告を、またはその反対
を実施するように構成され得る。Ｐｍａｘに達した場合（すなわち、負の電力ヘッドルー
ムのケース）、ＷＴＲＵは、リリース８ＬＴＥ　ＵＣＩシグナリング手順にピギーバック
することができる。
【０１３６】
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　実施形態
【０１３７】
　１．キャリア集約を用いてアップリンク制御情報を送信する方法であって、少なくとも
１つのアップリンクコンポーネントキャリアを決定することを含む方法。
【０１３８】
　２．アップリンク制御情報（ＵＣＩ）をキャリア集約型資源ブロックにマッピングする
ことをさらに含む、実施形態１に記載の方法。
【０１３９】
　３．少なくとも１つのアップリンクコンポーネントキャリアによって搬送されるアップ
リンク制御チャネル上で、マッピングされたＵＣＩを送信することをさらに含む、前記実
施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４０】
　４．少なくとも１つのアップリンクコンポーネントキャリアは、基地局によって構成さ
れる前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４１】
　５．少なくとも１つのアップリンクコンポーネントキャリアは、無線資源コントローラ
シグナリング、上位層シグナリング、またはＬ１シグナリングの少なくとも１つによって
シグナリングされる前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４２】
　６．少なくとも１つのアップリンクコンポーネントキャリアは、ワイヤレス送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）によって選択される前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４３】
　７．ダウンリンクコンポーネントキャリアに対応するＵＣＩは、統合符号化される前記
実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４４】
　８．異なる系列長に対して異なる資源ブロックセットを割り振ることをさらに含む前記
実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４５】
　９．異なるデータ記号は、同じ循環シフトで拡散し、異なる資源ブロックセット上にマ
ッピングされる前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４６】
　１０．異なるデータ記号は、異なる循環シフトで拡散し、同じ資源ブロックセット上に
マッピングされる前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４７】
　１１．異なるデータ記号は、異なる循環シフトで拡散し、異なる資源ブロックセット上
にマッピングされる前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４８】
　１２．電力制限されたワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、送信されるＵＣＩの
量を制限する適応送信方式を用いる前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４９】
　１３．電力制限されたワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、ＵＣＩを送信するの
に２つ以上のサブフレームを使う適応送信方式を用いる前記実施形態のいずれか１つに記
載の方法。
【０１５０】
　１４．アップリンク制御チャネルは、複数のアップリンクコンポーネントキャリア上で
搬送される前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５１】
　１５．アップリンク制御チャネル上のＵＣＩは、少なくとも１つのダウンリンクコンポ
ーネントキャリアを表す前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５２】
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　１６．アップリンク制御チャネルは、複数のアップリンクコンポーネントキャリアを介
してホッピングされる前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５３】
　１７．アップリンク制御チャネル上のＵＣＩは、複数のダウンリンクコンポーネントキ
ャリアを表す前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５４】
　１８．各ダウンリンクコンポーネントキャリアに対するＵＣＩは、独自に選択される前
記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５５】
　１９．報告形式を指定し、どのコンポーネントキャリアが報告を必要とするかを識別す
る情報をさらに含む前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５６】
　２０．報告形式は、アンカコンポーネントキャリアを指定する前記実施形態のいずれか
１つに記載の方法。
【０１５７】
　２１．報告形式は、アンカコンポーネントキャリアおよび非アンカコンポーネントキャ
リアを指定する前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５８】
　２２．報告形式は、指定されたコンポーネントキャリアのサブバンドを指定する前記実
施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５９】
　２３．複数の符号語に対する肯定応答／否定応答ビットは、結合した形で送信される前
記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６０】
　２４．前記アップリンク制御チャネルは、複数のアップリンクコンポーネントキャリア
を介して多重化される前記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６１】
　２５．キャリア集約を用いてアップリンク制御情報を送信する方法であって、アップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）をキャリア集約型資源ブロックにマッピングすることを含む方法
。
【０１６２】
　２６．マッピングされたＵＣＩをアップリンク共有チャネル上で送信することをさらに
含む、実施形態２５に記載の方法。
【０１６３】
　２７．アップリンク共有チャネルは、周期的アップリンク共有チャネルである実施形態
２５～２６のいずれか１つに記載の方法。
【０１６４】
　２８．キャリア集約を用いてアップリンク制御情報を送信する方法であって、アップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）をキャリア集約型資源ブロックにマッピングすることを含む方法
。
【０１６５】
　２９．マッピングされたＵＣＩをアップリンクデータチャネル上で送信することをさら
に含む、実施形態２８に記載の方法。
【０１６６】
　３０．キャリア集約を用いてアップリンク制御情報を送信する方法であって、アップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）をキャリア集約型資源ブロックにマッピングすることを含む方法
。
【０１６７】
　３１．マッピングされたＵＣＩを、アップリンクデータチャネルおよびアップリンク制
御チャネル上で送信することをさらに含む実施形態２８に記載の方法。
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　３２．キャリア集約を用いてアップリンク制御情報を送信するワイヤレス送受信ユニッ
ト（ＷＴＲＵ）であって、少なくとも１つのアップリンクコンポーネントキャリアを決定
するように構成されたプロセッサを備えるＷＴＲＵ。
【０１６９】
　３３．プロセッサは、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）をキャリア集約型資源ブロック
にマッピングするようにさらに構成される実施形態３２に記載のＷＴＲＵ。
【０１７０】
　３４．マッピングされたＵＣＩを、少なくとも１つのアップリンクコンポーネントキャ
リアによって搬送されるアップリンク制御チャネル上で送信するように構成された送信機
をさらに備える実施形態３２～３３のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【０１７１】
　特徴および要素について具体的に組み合わせて上記で記載したが、各特徴または要素は
、他の特徴および要素なしで個別に、または、他の特徴および要素を有していても有して
いなくても、様々に組み合わせて用いることができる。ここで挙げた方法またはフローチ
ャートは、汎用コンピュータもしくはプロセッサによる実行用のコンピュータ可読記憶媒
体に組み込まれるコンピュータプログラム、ソフトウェア、または、ファームウェア中に
実装することができる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、ＲＯＭ（読出し専用メモリ）
、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリ素子
、内部ハードディスクおよび取外し可能ディスクなどの磁気メディア、光磁気メディア、
ならびに、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよびＤＶＤ（デジタル多用途ディスク）などの光メデ
ィアを含む。
【０１７２】
　適切なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来のプロセ
ッサ、ＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関
連した１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、アプリケーション固有標準製品（ＡＳＳＰ）、ＦＰ
ＧＡ（フィールドプログラム可能ゲートアレイ）回路、他の任意のタイプのＩＣ（集積回
路）、および／または、状態マシンを含む。
【０１７３】
　ソフトウェアと関連したプロセッサは、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ＵＥ
（ユーザ機器）、端末、基地局、移動管理エンティティ（ＭＭＥ）もしくは進化型パケッ
トコア（ＥＰＣ）、または、任意のホストコンピュータ内で使用するための無線周波数ト
ランシーバを実装するのに使うことができる。ＷＴＲＵは、ソフトウェア定義無線（ＳＤ
Ｒ）を含むハードウェアおよび／またはソフトウェア中に実装されるモジュール、ならび
に、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピーカーフォン、振動装置、スピ
ーカ、マイクロホン、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、キーボード、ブ
ルートゥース（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調）無線ユニット、近距離無線通
信（ＮＦＣ）モジュール、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）表示ユニット、有機発光ダイオー
ド（ＯＬＥＤ）表示ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲーム
プレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または、任意のワイヤレスロー
カルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）もしくは超広帯域（ＵＷＢ）モジュールなど、他の
構成要素とともに使うことができる。
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